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はじめに 

 岐阜県では、令和４年３月に、「岐阜県幼児教育アクションプラン」を改訂し、基本方針を「『つ

なぐ・高める・支える』幼児教育の推進」としました。そして、アクションプランに示した施策を

具現するため、令和４年度から、文部科学省の「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」

を受託し、図のように組織を整え、幼保小の連携・協働による「つなぐ・高める・支える」架け橋

プログラムの開発・実践に取り組んでいます。 

 本資料は、令和５年度末まで

の研究成果として、県カリキュ

ラム開発会議で作成した「接続

期カリキュラム開発サポートシ

ート」及び、地区別カリキュラム

開発会議で開発した「接続期カ

リキュラム」等をまとめたもの

です。同時に制作した教職員向

け研修動画（ＤＶＤ）には、解説

や実践の具体を収録しているた

め、併用することが効果的です。                             

【組織図】 
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■ I岐阜県幼児教育アクションプラン」
の実践状況の把握と評価・改善

・公立幼稚固•こども園長会、私立幼稚
園連合会、民間保育園 ・認定こども園
連盟、保育士会、 小学校長会、保護者、

民閤子育て支援団体等代表者で構成

活用

義務教育課
子育て支援課

私学振興・青少年課
育研修課
別支援教育課

■プログラ
大学研究者

力園・学校、 当該市町教育委員会•関係部局

幼稚園教育研究協湛会（公私汀共同研究） ・岐阜媒保育研究協議会

・岐阜県民間保育園・認定ごども園連盟 ・岐阜県小中学校教育研究会（生活科部会）

園教育課程研究協議会
・小学校教育課程研究協議会

・固長等運営管理協議会
・幼保小連携講座
・幼児教育指導力向上講座

・キャリアステージに応じた研修



「接続期カリキュラム開発サポートシート」作成の経緯と構成 

１ 作成の経緯 

 岐阜県では、「幼保小の架け橋プログラム」の取組を通して、各地区（園・学校）の実態や「共に

育みたい幼児・児童像」に即した、独自性のある「～市町村版（～園・～学校版）接続期カリキュ

ラム」の開発を推進しています。 

そこで、県カリキュラム開発会議においては、各市町村（園・学校）が、接続期カリキュラムを

開発し、見直すに当たり、「目的と手立てが混在していないか」や「必要事項が網羅されているか」、

「幼児教育の特性が担保されているか」等を確認したり、幼稚園教育要領等解説の関係箇所に立ち

返ったりすることができるサポートシートを作成しました。次に述べられる構成の意図を踏まえて、

積極的に御活用ください。 

 

２ 構成 

 本シートは、５領域＋特別な支援の６枚から成り、１枚１枚は【例】に示す構成となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力の３つの柱、５領

域、１０の姿の関係性を図式化

して明らかにし、背景に示し

た。資質・能力は、遊びや生活

を通した総合的な指導の中で一

体的に育むよう努めることが重

要である。 

各領域等と“主に”関わりのある「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」を示した。幼稚園教育要領等解説に例

示されている項目は緑色、岐阜県の実態も踏まえ、関わら

せて指導することが期待されたり、特に相乗的に育まれて

いくと考えられる項目は黄緑色で囲んだ。 

各市町村（園・学校）においては、まず、「共に育みた

い幼児・児童像」等を１０の姿から分析し、資質・能力に

係る視点を明らかにすることが考えられる。 

５歳児の「共に育みたい幼

児・児童像」は、各領域のねら

い（育みたい資質・能力を幼児

の生活する姿から捉えたもの）

の３点に即して設定し、当該領

域に関わって資質・能力が育ま

れた姿を、偏りなく網羅できる

ようにした。 

各領域の趣旨を理解し、幼児

の発達を踏まえた適切な指導が

行われるようにする。 

「指導上の配慮」の最後の項目は、家庭に対して、園・

学校が働きかけたり、配慮したりするとよいことを例示し

た。園・学校と家庭が、互いに幼児・児童の望ましい発達

を促すための生活を実現していくことが大切である。 

【例】 
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接続期カリキュラム開発サポートシート 

健康 
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を

つくり出す力を養う。 

 

 ５歳児 １年生 

幼共 
児に 
・育 
児み 
童た 
像い 

① 明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう子 

② 自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする子 

③ 健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、見通しをも

って行動する子 

 

㋐ 目標や願いをもって伸び伸びと行動する子 

㋑ 運動遊びに親しみ、休み時間等に他の児童と一緒

に楽しく過ごす子 

㋒ 健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付

け、自他の体を大切にする子 

㋓ 生活の流れを理解し、見通しをもって行動する子 

指環 
導境 
上の 
の構 
配成 
慮・ 
 関 
 わ 
 り 
 方 
 等 

○ 安定した情緒の下で、自分のやりたいことに向かって伸び伸びと取り組む

ことができるよう、時間・空間・仲間を意識した環境を構成し、一人一人の状

況に応じて、一緒に活動したり声をかけたり見守ったりする。①② 

○ 戸外の活動を楽しみ、十分に体を動かすことができるよう、アクティブ・チ

ャイルド・プログラム（ＡＣＰ）の運動遊び（体を使った遊び）や伝承遊び（押し競

饅頭、達磨さんが転んだ等、昔から親しまれてきた遊び）を紹介し実践する。①② 

○ 基本的な生活行動（食事、清潔行動、整理整頓等）を身に付け、進んで取り

組むことができるよう、生活の流れの中で必要性に気付いたり気持ちよさを感

じたりできるように援助し、自立を促す。①③ 

○ 安全に気を付けた遊びや行動ができるよう、過保護や過介入に留意しなが

ら、危険やその回避方法についてその場で知らせたり、気付かせたりする。③ 

○ 上記について情報共有し、家庭でも実行するよう保護者に促す。①②③ 

○ 一人一人の目標や願いを把握し、状況に応じて、

声をかけたり周りの児童に働きかけたりする。㋐㋑ 

○ 主体的に遊びを創り出すことができるよう、定期

的に集団遊びの機会を設け、ＡＣＰを紹介したり誰

もが楽しめる作戦を考えるよう促したりする。㋐㋑ 

○ 基本的な生活行動が病気や怪我の予防につなが

ることを、学級活動や給食、日常生活の中で機会を

捉えて指導し、体を大切にする気持ちを育む。㋐㋒ 

○ 時間割に慣れることができるよう、「次は」「いつ

までに」を丁寧に確認し、板書や掲示で示す。㋐㋓ 

○ 上記について情報共有し、家庭でも実行すること

で習慣化を図るよう保護者に促す。㋐㋑㋒㋓ 
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接続期カリキュラム開発サポートシート 

人間関係 
他の人々と親しみ、支え合って生活するために、

自立心を育て、人と関わる力を養う。 

 

 ５歳児 １年生 

幼共 
児に 
・育 
児み 
童た 
像い 

① 幼稚園生活を楽しみ、自分の力で行動する充実感を味わうこと

ができる子 

② 身近な人と親しみ、関わりを深め、一緒に活動する楽しさを味

わうことができる子 

③ 社会生活における望ましい習慣や態度を身に付けた子 

㋐ 小学校生活を楽しみ、自己を発揮しながら行動す

る充実感や達成感を味わうことができる子 

㋑ 他者と自分との関わりを集団の中で捉え、共に協

力して豊かな生活をつくることができる子 

㋒ 社会の特徴や自分との関係に気付き、社会生活に

必要な習慣、態度、知識、技能などを身に付けた子 

指環 
導境 
上の 
の構 
配成 
慮・ 
 関 
 わ 
 り 
 方 
 等 

○ 諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信を持って行動

できるよう、頑張っている姿を認めたり、見通しを持った行動が

できるように声をかけたりする。① 

○ 仲間との共通の目的の実現に向け、一緒に協力して考えたり工

夫したりすることができるよう、互いの思いや意見を共有できる

場面をつくる。② 

○ きまりを理解し守ることの大切さに気付けるよう、ルールのあ

る遊びなどを通じて、他者と楽しく安心して生活するためにきま

りがあることを実感できる機会をつくる。②③ 

○ 身近な人への愛情や信頼感を深め、よりよい生活に必要な習慣

や態度を身に付けられるよう、幼児の日々の姿について家庭と共

有するなどして、十分に連携を図る。①②③ 

○ 何事にも主体的・意欲的に取り組めるよう、楽し

く安心して活動できる生活・学習環境を整える。㋐ 

○ 自分の力を発揮しつつ、目的や課題に向かって友

達や教師と協力できるよう、伝え合い交流や振り返

りの場などを適切に設定する。㋐㋑ 

○ 学級でのよりよい生活のために必要な目標、きま

り、当番、係などを共に決めて実行できるよう、学

級活動で決定したことや、係としてのお知らせ事

項、役割分担等を掲示物にして共有する。㋑㋒ 

○ 社会生活に必要な習慣、学習への意欲や態度を獲

得できるよう、学級通信などを通じて、家庭とこれ

らに関する話題や課題を共有し、連携を図る。㋑㋒ 
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接続期カリキュラム開発サポートシート 

環境 
周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関

わり、それらを生活に取り入れていこうとする力
を養う。 

 

 ５歳児 １年生 

幼共 
児に 
・育 
児み 
童た 
像い 

① 身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に興味や

関心をもつ子 

② 身近な環境に自分から関わり、発見を楽しんだり、考えたりし、

それを生活に取り入れようとする子  

③ 身近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする中で、物の性質

や数量、文字などに対する感覚を豊かにする子 

㋐ 身近な地域の情報を積極的に取り入れる子 

㋑ 教科学習に関心をもち、主体的・対話的に問題を

解決しようとする子 

㋒ 自然の事物や現象に関心をもち、体験を基盤にし

て理解を確かなものにする子 

㋓ 数量や文字を理解し、日常生活において活用する

子 

指環 
導境 
上の 
の構 
配成 
慮・ 
 関 
 わ 
 り 
 方 
 等 

○ 幼児が自然の大きさや美しさ、不思議さ、生命の尊さを感じられるよう、保

育者が園内の自然環境を整え、地域の自然に直接触れる機会を設ける。① 

○ 幼児が好奇心を抱いた物に対し、探求心をもって関われるよう、保育者は幼

児が扱いやすい物や道具を用意し、自由な空間と時間、物の配置を考える。② 

〇 幼児が日常生活にある数量や文字に関心を示し、自ら数えたり読んだりして

便利さと必要感に気付くよう、保育者は数量や文字に触れる環境を整える。③ 

〇 保育者は、幼児一人一人の環境との関わり方を尊重し、試行錯誤を見守った

り一緒にやってみたり、友達との関わりで遊びが深まるよう援助する。①②③ 

〇 幼児が環境との関わりで心を動かす体験を保護者と共有し、家庭でも体験

できるよう、保育者は園での遊びの様子を保護者に伝える。①②③ 

〇 園は、地域の文化・行事、幼児の家庭での経験を園生活に取り入れる。①②③ 

〇 児童が、社会及び自然に関する学習の楽しさを味

わえるよう、教師は地域の人々、社会及び自然を活

動に取り入れ、気付きを伝え合う機会を設ける。㋐㋒ 

○ 児童が具体的な体験の中で得た気付きを基に考

えることができるよう、見つける、比べる、試す、

工夫するなどの多様な学習活動を行う。㋐㋑㋓ 

○ 児童が日常的に自然事象に接する機会がもてる

よう、動植物の観察や世話をする環境を整える。㋒ 

〇 教師は、児童が新しい環境に興味・関心をもち、

もの・人・ことへの理解と関わりを深めながら生活

の場を広げていく過程を保護者に伝える。㋐㋑㋒㋓ 
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接続期カリキュラム開発サポートシート 

言葉 
経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で

表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を
育て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う。 

 

 ５歳児 １年生 

幼共 
児に 
・育 
児み 
童た 
像い 

① 自分の気持ちや考えを言葉で表現する楽しさを味わう子 

② 人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したことや考えを自

分なりの言葉を使って相手に分かるように話し、伝え合う喜びを

味わう子  

③ 日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本や物

語に親しみ、言葉に対する感覚を豊かにし、先生や友達と心を通

わせる子。 

㋐ 相手が知らせたいことを集中して聞き、話の内容

を捉えたり、思いや考えを受け止めたりできる子 

㋑ 相手に伝わるように順序を考えて話したり、相手

の状況に応じて言葉を選んで伝えたりできる子 

㋒ 文章を読んで、自分の経験と結び付けたり想像を

巡らせたりし、感想を交流することができる子 

㋓ 文字を使い、思いや考えを伝えることができる子 

指環 
導境 
上の 
の構 
配成 
慮・ 
 関 
 わ 
 り 
 方 
 等 

○ 幼児が安心して話すことができるよう、見つめ合ったり、うなずいたり、微

笑んだりしながら応答し、園生活の中で温かな人間関係を築く。①②③ 

○ 自然の美しさや不思議さに触れて感動を共有したいと思ったり、集団遊び

を通して相手の合意を得る必要性に気付いたりする等、幼児が言葉で伝えたく

なるような経験を重ねられるよう、保育内容を考え、環境を構成するとともに、

個人の言葉の発達に応じながらモデルを示したり援助したりする。①② 

○ 絵本や物語を通して、言葉や言葉に対する感覚が豊かに養われるよう、一人

一人が未知の世界や想像上の世界に浸り、イメージを広げられるような落ち着

いた雰囲気の中で読み聞かせを行う。③ 

○ 家庭でも言葉のやりとりを楽しむ機会が生まれるよう、園での出来事や言

葉に関する情報を通信等で伝える。②③ 

○ 話し合いを通して問題を解決することができる

よう、活動を振り返り、困ったことを伝える機会を

日常的に設けたり、状況に応じて背後にある思いを

尋ねる等仲立ちしたりする。㋐㋑ 

○ 読書に親しみ、語彙を豊かにすることができるよ

う、読み聞かせを取り入れる。㋒ 

○ 体験に裏付けられたものとして言葉を理解し、意

欲的に話し、書くことができるよう、生活科を中心

とした合科的・関連的な指導を行う。㋐㋑㋓ 

○ 家庭に対し、学校での活動や学習内容を通信等で

伝え、話題を提供する。㋐㋑㋒㋓ 
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接続期カリキュラム開発サポートシート 

表現 
感じたことや考えたことを自分なりに表現する

ことを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創
造性を豊かにする。 

 

 ５歳児 １年生 

幼共 
児に 
・育 
児み 
童た 
像い 

① いろいろなものの美しさなどに対する感性が豊かな子 

② 感じたことや考えたことを自分なりに楽しんで表現しようとす

る子 

③ 生活の中でイメージを豊かにし、友達と一緒に考え合い、様々

な方法で表現することを楽しむ子 

㋐ 自分らしく安心して表現しながら、学校生活や学

習に意欲的に取り組む子 

㋑ 音楽や造形、身体、言葉など、自分の気持ちや考

えを一番適切に表現できる方法を選び、表現力を高

めようとする子 

㋒ 表現活動を通して、友達のよさや思いを受け止め

たり、感動を共有したりする子 

指環 
導境 
上の 
の構 
配成 
慮・ 
 関 
 わ 
 り 
 方 
 等 

○ 多様で豊かな感性が育まれるよう、幼児が表現行為に託している思いやイ

メージを共感的に受け止める。①②③ 

○ 自分なりに表現しようとする意欲が育まれるよう、一人一人の表し方を受

け、共に「やりとり」を楽しむ。①②③ 

○ 心が動きイメージが湧き、伸び伸びと表現できる雰囲気、環境に配慮する。②③ 

○ 友達同士で安心して表現し合えるよう、周りの友達の表現方法に関心を向

け、そのよさを認めたり取り入れたりできるような働きかけを行う。②③ 

○ 多様な表現活動を楽しみ満足することができるよう、様々な素材や表現方

法に出会う機会を設け、必要な用具を用意したり援助したりする。②③ 

○ 表現活動における幼児の育ちを家庭と共有できるよう、遊びや生活の様子

を、写真で掲示したりＨＰに掲載したりして、視覚的に伝える。①②③ 

○ 安定した人間関係の中で素直に表現できるよう、個

の育ちの背景を捉え、様々な表し方を認める。㋐㋑㋒ 

○ 思い思いに表現できるよう、児童の心の動きを見

つめ、場や空間、時間を十分に確保する。㋐㋑ 

○ 周りの児童への関心が広がり深まるよう、一人一

人の表現を取り上げ、児童同士で感想を述べ合った

り、友達の表現を受けて自分の表現を工夫したりす

る場を設ける等、学級全体の活動につなげる。㋑㋒ 

○ 家庭が成果物の出来栄えのみで評価することが

ないよう、表現の過程に込められた思いや気付き、

工夫等を通信やＩＣＴ機器により伝える。㋐㋑㋒ 
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接続期カリキュラム開発サポートシート 

特別な支援 
他の人々と親しみ、支え合って生活するために、

自立心を育て、人と関わる力を養う。 

 

 ５歳児 １年生 

幼共 
児に 
・育 
児み 
童た 
像い 

① 周囲の人や環境に関心をもち、積極的に関わろうとする子 

② 先生や友達、保護者に認められることで意欲を高め、信頼する

人に支えられながら、ひたむきに頑張ろうとする子 

③ 自分なりのコミュニケーション手段により、気持ちや考えを伝

え合うやり取りを、楽しくできる子 

④ 自分が困っていることを、周囲の人に伝えることができる子 

㋐ 新しい環境や集団のルールに慣れ、毎日を楽しく

過ごすことができる子 

㋑ 生活の流れが分かり、見通しをもって、安心して

学校生活を送ることができる子 

㋒ 困った時には、周囲の人に助けを求めながら、自

分で出来ることは、自分でする子 

指環 
導境 
上の 
の構 
配成 
慮・ 
 関 
 わ 
 り 
 方 
 等 

○ 先生や友達と、時間、場所、活動を段階的に共有しながら、楽しい活動がで

きるよう、つなぎ役や案内役となり、幼児の関わろうとする思いを支える。① 

○ 幼児が自分のよさを発揮できるよう、今、出来ていること、出来つつあるこ

とを十分に把握し、個別の課題の設定や、抱える困難さへの配慮に努める。② 

○ 最後までひたむきに頑張ることができるよう、結果だけでなく、挑戦する姿

勢や成長過程を大切に見届け、具体的な姿で評価する。② 

○ 先生や友達、家族との意思疎通が進むよう、楽しい活動を多様に設定すると

ともに、思わず伝えたくなるような出来事に触れられる環境を構成する。③ 

○ 困っていることを言葉やサインで伝えるスキルを教え、うまく発信できた

時には、褒めて認める。④ 

○ 園でも家庭でも認めらえることで意欲を高めることができるよう、出来て

いること、出来つつあることを共有し、機会を捉えて認め、励ます。①②③④ 

○ 場所や物の配置、ルールや１日の流れ等

を、写真やイラストを活用したり、行動モ

デルを示したりしながら、分かりやすく伝

える。㋐㋑ 

○ 困った時に、自分から助けを求めること

が出来るよう、具体的な場面を通して、ス

キルを身に付ける支援をする。一方で、児

童が自分で出来そうなことは、見守り、見

届ける。㋒ 

○ 学校生活への不安が高まり過ぎないよう、

家庭との情報共有を丁寧に行い、日々の成

長を喜び合える関係を築いていく。㋐㋑㋒ 
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「架け橋期のカリキュラム」について 

本事業において、岐阜県では、各カリキュラムを次のように捉え、整理しました。 

架け橋期のカリキュラム 

接続期カリキュラム 

アプローチカリキュラム(５歳児) スタートカリキュラム（入学当初）  
 

 「架け橋期のカリキュラム」とは、義務教育開始前後の５歳児から小学校１年生の２年間（架け

橋期）に係るカリキュラム全般を指します。０歳から１８歳の学びの連続性にも配慮します。 

「アプローチカリキュラム」とは、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、幼児

期にふさわしい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培い、幼児期の学び

が、小学校の生活や学習で生かされてつながるよう工夫したカリキュラムのことです。小学校以降

を見通して前倒しすることを求めるものではないことに留意する必要があります。 

「スタートカリキュラム」とは、幼児期における遊びを通した総合的な学びを踏まえて、主体的

に自己を発揮しながら、より自覚的な学びに向かうことが可能となるよう、合科的・関連的な指導

や弾力的な時間割の設定に配慮したカリキュラムのことです。特に小学校入学当初において実施さ

れます。 

「接続期カリキュラム」は、「アプローチカリキュラム」と「スタートカリキュラム」から構成さ

れますが、本事業では、特に、幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと１

年生のカリキュラムを、「共通の視点」から一体的に捉えて１枚にまとめたものを指します。「接続

期カリキュラム」により、「アプローチカリキュラム」、「スタートカリキュラム」の位置付けや内容

を見直すことが大切です。次頁以降の、「幼保小の架け橋プログラム」指定市町（協力園・学校）版

「接続期カリキュラム」等を御参照ください。 

下表は、架け橋プログラムの開発に係る基盤づくりから改善・発展サイクルの定着に至るまでの

プロセスを、段階的に示したものです。実際には、各市町村、園・学校の実態に応じ、各フェーズ

間を行きつ戻りつしながら発展していきます。進め方のイメージを描いた上で、実態に即した取組

を進めていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表】 
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1年目

（ 猛亨 )( 

： ：芯言認品ラム闘
架 発 ．構成員の選定と目指す方向

け会 性の共有

橋 議 ・叫或の実態の把握

農0う ほ霜盟占冨：口ふ：
力 画作成

リ ・園 ・小学校での活動の共有

キ ・子供の交流

ュ園

2年目 II 3年目

フェーズ2
検討 ・開発

‘

`

 

‘
’
 

フェーズ3
実施・検証 ）［紐・、応言閲レの定着］

こ小

悶
0各回・小学校での体制
・連携窓口の明確化

実 ・自園 ・自校の先生への怠識

施 啓発と参画

厖、 こら0運携強化への支援
要 ・研修の実施（幼保小合同研

な 自 ．言：如内の関係部局との連
こ 治 携
と体

0架け橋期のカリキュラムllll
発会議における検討•関発

・方針の検討 ・決定、開発へ
の支援

0架け橋期のカリキュラムの
検討・開発

・共通の視点をもとに内容の
検討 ・開発

・人やものとの関わりを通じ
た学びを踏まえ、教材とし
ての環境の共通性の理解

・子供の交流の推進

0幼保小間の体制
・幼保小の合同会識の設置
・相且の教育の内容や方法に
関する理解の共有

0接続に向けた支援
・研修の推進，研修教材の開
発

• 関係機関との連携を深め、
園 ・ 小学校と関係機関 • 関
係団体との連携のコーディ
ネート

0架け橋期のカリキュラムllll
発会議による実施の検騒

・実施状況の把握 ・検証と支
援

0架け橋期のカリキュラムの
実施 ・検証

・園・小学校において教育課
程編成 ・指導計画作成、実
施・検証

・人やものとの関わりを通じ
た学ひを踏まえ、教材とし
ての環現の活用

・子供の交流の充実（子供の
自発的な交流等）

0幼保小の協働実施の体制
・幼保小の合同会森の充実
・相互の教育の内容や方法に
関する理解の深化

0幼保小の協働実施の支援
・研修の充実、研修教材の活
用

・実施上のニーズの把握と支
援

・ 園・小学校と関係機関 • 関
係団体との連携のコーディ
ネートの充実

0持縞的•発震的な架け橋lUI
のカリキュラム開発会議の
運営

・ 方針の改善• 発展と支援

0持続的•発震的な架け橋期

のカ1）キュラム
・持続的 • 発展的な架け橋期
のカリキュラム

・人やものとの間わりを通じ
た学びを踏まえ、教材とし
ての環境の活用の充実
・持続的 • 発展的な子供の交
流の実施

0持続可能な体制
・幼保小の合同会誨の定粗
・相互の教育の内容や方法に
関する理解の改善• 発展

0持続的•発履的な取組を支
える支漫の定警
・研修の改菩• 発展、 研修教
材の改善• 発展

・ 必要な支援策の改蚕• 発展
・ 園 ・ 小学校と関係機関•関
係団体との連携のコーディ
ネートの改善• 発展

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き」より



「たくましい北方の子」を育てる １５年間カリキュラムマップ

学

年

幼児教育

保育園 ・ 幼保連携型認定こども園 ・ 幼稚園

義務教育

１部 安心できる仲間づくり Ⅱ部 （役割を果たす責任感） Ⅲ部 （独り立ち）

歳児 歳児 歳児 ３歳児 歳児 ５歳児 学年 年生 年生 年生 年生 年生 年生 年生 年生 ９年生

教
育
の
内
容

健
や
か
に
育
つ

清潔に
してもらう
こ とが気
持ちよい
と感じる

健
康

や
り
ぬ
く
力

人
と
関
わ
る
力

気
持
ち
が
通
じ
あ
う

保育教
諭・保育
士・保護
者とのや
りとりを楽
しむ

人
間
関
係

自
ら
学
ぶ
力

国
語

感
性
が
育
つ

身近な
ものに親
しみ、関心
をもつ

玩具な
どを見た
り、触れた
り、変化を
確かめて
遊ぶ

喃語で
伝えようと
する

身近な
人との遊
びを楽し
む

伸び伸
びと体を
動かす

歌やリ
ズムに合
わせて手
足や体を
動かして
楽しむ

環
境

生
活
科

社

会

理

科

算
数
・数
学

言
葉

外
国
語

音
楽

楽しく→ 進んで→ 主体的に→ 主体的・協働的に

図
工
・美
術

表
現

保
健
体
育

家
庭
科
・技
術

北
方
科

身の回りのことに繰
り返し挑戦→達成感

自分で考え、やり切
る楽しさが分かる

健康・安全に留意して意
欲的に運動する

高い目標をもち、くじけず
努力して物事をやりぬく

高い目標の達成を目指し、困難や失敗を
乗り越えて着実にやり遂げる

健康の大切さに気付き、健

康の保持増進に取り組む

身近な人に温かい心で
家族に感謝

相手を思いやる

家族や高齢者に尊敬と感謝

相手の立場に立つ
多くの人々の支えに感謝

家族の支えや多くの人の善意に感謝

気持ちのよい挨拶

友達と仲良く助け合う

誰に対しても誠意をもって

友達を理解、信頼
異性についても理解
異なる立場や意見を尊重

時と場合に応じた適切な言動

友情の尊さを理解、人間関係を深める

謙虚に学び、自らを高める

礼儀正しく誠意をもって

やるべき勉強・仕事を
やりぬく

目標に向かい仲間に支えら
れながら粘り強くやりぬく

健康・安全の大切さに気付き、健康

の保持増進や回復に進んで取り組む

健康・安全に留意し、最善を尽

くして運動する
健康・安全を確保

し運動に親しむ

身近な人 → 先生や友達 → 友達 →グループで活動

町の自然や人と触れる 町のよさを学ぶ 町の現状や歴史、環境、安全を学ぶ 町の将来を考える

楽しさに触れる
基本的な動き
運動遊びを工夫

楽しさや喜びに触れる
基本的な動きや技能
運動や健康の課題解決

楽しさや喜びを味わい基本的な技能を身に付ける

課題解決の工夫
・

合理的な解決 公正に取り組み協力する
・

日常生活に必要な

衣食住などの理解と技能

日常生活の課題解決

生活の自立に必要な衣食住などの理解と技能

家族・家庭・地域における課題解決

家族や地域と協働し生活を創造する実践的態度

歌やリズム、全身を動かす

経験や聞いたことから
イメージをもち、見立てて遊ぶ

感じたことを音や
絵、動作で表現

イメージを動きや言葉、
演じたりすることで表現

喃語や簡単な
言葉で遊んだ
り表現したりす
ることを楽しむ

生活に必要な
言葉が分かる

必要な言葉を使い、思いを伝える

絵本や紙芝居に興味をもつ・楽しむ

主題や意図に合う
表現方法工夫

表現方法を追求
独創的・総合的に

造形的な違いを楽しむ
手や体の感覚を働かせて
楽しく発想や構想

造形的な特徴を生かす
手や体を働かせて
豊かに発想や構想 材料や用具を活用

創造的に発想や構想

対象や事象を捉える造形的な視点を理解する

コミュニケーションの基礎
→ 簡単な語句や基本的な表現

情報や考えを理解、表現して
コミュニケーションを図る → 必要な情報

コミュニケーションの素地
→ 身の回りの簡単な語句

基本的な表現に
慣れ親しむ

音楽表現を楽しむ
思いをもつ

表したい音楽表現をする 思いや意図をもつ
音楽活動を楽しむ→味わう

曲想や音楽構造
との関わり

曲想や音楽構造
や背景

季節・自然・生き物への親しみ
関わって→栽培して→育てて

数量・文字・図形への関心

身近な自然・生き物
への知的好奇心・
興味関心の広がり

日常生活や社会の事象を数理的に捉える、数学的に処理→ 問題解決 数学の事象について統合的・発展的に考え→ 問題解決

＜外国語＞＜外国語活動＞

身近な人、社会、
自然との関わり
やよさ

地域への愛着

北方町 岐阜県 日本の
国土・産業

日本の
政治・歴史

地理：日本と世界の特色
歴史：日本と世界の歴史
公民：政治・経済・国際関係

物質・エネルギー・生命・地球 自然の事物・現象について理解

の姿
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安定した生活
のびのびと行動

めあてをもって遊ぶ
身の回りの清潔・
整理整頓

出来ること
は自分で

他者との
融合

考えを出し
合い
役割分担

自分と友達の
考えの違いへの
葛藤・調整

心地よさを感じ、関
わりをもとうとする

自主性自己の
確立
事故の

性質や仕組みに気付く

素材に触れ、違
いに気付く
発見を楽しむ

気に入った遊びを楽し
む→試し工夫して遊ぶ

比較・関連付け
計画的に遊ぶ

形・大きさ・美しさ
に関心をもつ

言葉のやり取りで気持ちを通わせる

具体物を操作 多様な表現から論理的に考えたり、統合・発展的に考えたりする→ よさの実感

「具体 → 抽象」 ・ 「特殊 → 一般」 ・ 「実験・実測 → 帰納 → 演繹」

図や言語、記号の使用

人の話を注意して
聞き、分かるように
話す

絵本や物語に親しみ、想
像する楽しさを味わう

自立心の芽生え

順序立てて考える

感じたり想像したりする

日常における人との関わりの中で伝え合う

豊かに感じたり想像したりする

筋道立てて考える 論理的に考える

社会生活における人との関わりの中で伝え合う

広げたり深めたりする

共感したり想像したりする

自分の思いや考えをもつ まとめる 広げる 確かなものにする
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北方町 幼保小架け橋プログラム （子どもの「育ちと学び」を円滑に接続するためのカリキュラム） 

 幼児期 小学校入学期 
項期 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 
月 ９・１０月 １１・１２月 １・２・３月 小学校入学～4月 5・６・７月 

ね  ら  い 

（期待するこども像） 

・友達と一緒に遊びや生活を進める楽しさを味わう。 
・共通の目的をもち、主体的な遊びを進められるようにする。 
・目的や課題に向かい、根気よく取り組んだり、工夫したりし
てやり遂げた喜びを味わう。 
養護・安全で健康に過ごせるように、安全や健康に必要な
習慣や行動の意味を理解して、行えるようにする。 

・小学生になることに期待をもち、自分たちで自信をもって行動
する。 
・クラスや仲間と共通の目的や見通しをもって取り組み、達成感
を味わう。 
養護・一人一人の成長を認め、就学に期待をもてるようにする。 

・小学校での新しい生活において、自分らしさを発揮して行
動する。 

・学級や学年の仲間と一緒に生活や学習にのびのびと取り
組む。 

・学級や学年の仲間と関わり合いながら、知への興味を耕し、自
分で考え学ぼうとし、興味・関心を広げる。 

・学級や学年のルールを守り、学級・学年の一員として活動し達
成感を味わう。 

視     点 
幼児期の終わりまでに育ってほしい🔟🔟の姿 
①  健康な心と体   ② 自立心   ③ 協同性   ④ 道徳性・規範意識の芽生え   ⑤ 社会生活との関わり   ⑥ 思考力の芽生え   ⑦ 自然との関わり・生命尊重   ⑧ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚   ⑨ 言葉による伝え合い  ⑩ 豊かな感性と表現 

やり抜く力 
・健康な心と体 ① 
・自立心 ② 
 

【元気いっぱい】 丈夫な体で思い切り遊び、目当てをもってあきらめず取り組もうとする。また、一日の生活に見通
しをもって生き生きと過ごしたり、健康と安全を自分で守ることの大切さを理解し、行動しようとしたりする。 

【力いっぱい】  生活の基本的なルールを身に付けるとともに、当番や係活動など自分の役割を最後までやりきる
ことができる。 

□自分の体に必要な栄養や運動遊びを意識して取り入れよう

とする。① 

□一日の生活の流れが分かり、自分で判断して行動したり、自
分なりの課題をもったりして、いろいろなことに挑戦する。
② 

□卒園までの見通しをもって行動したり、就学に向けて登下校の

安全を確認したりする。① 

□活動の区切りや時間を意識して行動しようとする。② 
 

□安全な登下校のため交通ルールを守ったり、運動遊びや休み時
間などの外遊びを通して、のびのびと行動したりすることができ
る。① 

□チャイムや時計を意識し、時間割に合わせて見通しをもって行動
したり、自分でできることは自分でしようと生活や学習での課題
に意欲的に取り組んだりする。② 

□危険な場所や行動について、自分で判断し安全に気を付けて自分の
身を守ったり、友達と競い合ったり力を合わせたりして運動できる。① 
□体育や図画工作等、学習課題を意欲的に取り組む。② 

人と関わる力 
・協同性 ③ 
・道徳性・規範意識の芽生え 
 ④ 
・社会生活との関わり ⑤ 
・自然との関わり・生命尊重 
 ⑦-2 

【なかよしいっぱい】 仲間や多様な人と遊んだりふれあったりする中で、相手の気持ちやルールの大切さに気付い
たり、自分の気持ちを調整したりすることを通して、自分も人も大切にすることの大切さがわかり、一緒に活動する
楽しさを味わう。 

【やさしさいっぱい】  授業や行事等を通して、互いのよさを認め合い、仲間と協力し合うことで、相手の気持ちを
考えることができる。また、自分や仲間のよさに気づき、相手を思いやりながら活動することができる。 

□友達と互いの良さを認め合い、集団行動を大切にする。③ 

□ルールや勝敗が分かり、互いに力を合わせて運動遊びに取り

組む。④ 

□地域の人や、自分の生活に関わりのある人に親しみや感謝の

気持ちをもつ。⑤ 

□飼育・栽培を通して命の尊さを感じる。⑦ 

□共通の目的に向かって、クラスのみんなで役割を分担したり、

協力したりする。③ 

□友達の様子に気付き、助け合う。④ 

□お世話になった身近な人への感謝の気持ちをもつ。⑤ 

□飼育・栽培を通して命の尊さを感じる。⑦ 

□「１年生を迎える会」など目的に向かって、自分の力を発揮しな
がら友達と協力して取り組むことができる。③ 

□順番など集団活動のきまりを守って生活する。④ 
 
□自分たちの生活に関わりのある学校で働く人や地域の人に進ん
で挨拶をする。⑤ 

□生活科の飼育・栽培を通して、生きていることの素晴らしさを知
り、生命あるものを大切にしようとする。 ⑦ 

□友達と思いや考えを伝え合い、受け止めたり認め合ったりしながら、
共に活動する。③ 

□相手の気持ちを考えたり、自分の振る舞いを振り返ったりすることを
通して、約束を知り、約束を守って学校生活を楽しくしていこうとする。
④ 

□生活科や道徳を通して、学校生活を支えている様々な人に関心をも
ち、感謝の気持ちをもって関わることができる。⑤ 

自ら学ぶ力 
・思考力の芽生え ⑥ 
・自然との関わり・生命尊重 
 ⑦-1 
・数量や図形，標識や文字な
どへの関心・感覚 ⑧ 
・言葉による伝え合い ⑨ 
・豊かな感性と表現 ⑩ 

【考えいっぱい】 いろいろなものに興味をもち、繰り返し試したり、工夫したりして遊ぶ中で、自分の感じたことや考
えたこと、気付いたことを言葉や行動で伝え合ったり、制作で表したりして、表現し合うことを楽しむ。 

【学びいっぱい】  学習の基本的なルールを身に付けるとともに、目標に向かって自分の考えをもち、仲間と伝え 
合って自らの考えを表現することができる。 

□みんなで話し合って、自分達で解決しようとする。⑥        
□自然の移り変わりに気付き、遊びに取り入れる中で、試し

たり調べたりする。⑦ 
□文字や数に興味や関心をもち、遊びや生活に取り入れる。⑧ 
□人の話に関心をもって聞いたり、相手に分かるように話した

りする。⑨ 
□絵本や物語などの展開や面白さが分かり、想像して楽しむ。 
 ⑩ 
 

□クラスでの取り組みについて話し合い、自分達で進めていこう
とする。⑥ 

□冬から春への変化に気付いたり、発見を楽しんだりする。⑦ 
□数量や図形、文字等を遊びや生活に取り入れ、使ってみようと

する。⑧ 
□順序だてて話をしようとしたり、話の内容を聞いて理解しよう

としたりする。⑨ 
□様々な体験や経験を繰り返し、歌、言葉、踊り等、いろいろな方 
法でイメージを膨らませ表現することを楽しむ。⑩ 

□学習に興味や関心をもち、「なぜ」「どうして」など疑問に思った
ことに対して主体的に解決しようとする。⑥ 

□自然の事物や現象について関心をもつことができる。⑦ 
 
□教科の学習に関心をもって取り組み、学校マップなどの掲示物を
活用し、学習に必要な情報を見付けることができる。⑧ 

□国語や生活科等の教科の自己紹介活動等を通して、コミュニ 
ケーションを図ることができる。⑨ 

□音楽や図画工作、体育、生活科など教科の学習において、自分
の気持ちや考えを、表現することを楽しむことができる。⑩ 

□話し合いを通して、多様な新しい考えに触れ、自分と異なる考えに気
づき、仲間と共に新しい考えを生み出そうとする。⑥ 
□生活科等の学習を通して自然の事物や現象に積極的に関わること
ができる。⑦           

□算数や国語、生活科等の教科を通して、数構成や文字を様々な形で
理解し、絵や図、言葉などを使って自分の考えを伝えることができる。
⑧ 

□先生や友達の話を集中して最後まで聞いたり、相手の状況を考えて、
伝えたりすることができる。⑨ 

 

遊びや学びのプロセス 
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園で展開される活動 

小学校の生活科・北方科を中心
とした各教科等の単元構成等 

始業式  運動会 
遠足  さつまいもの収穫  焼きいも大会  文化祭 
秋みつけ  虫みつけ  雪遊び  ドッジボール 

学校見学 
お正月遊び  郵便ごっこ 
春みつけ  オペレッタ・楽器遊び  お別れ会  卒園式 

 入学式  学校探検   １年生を迎える会 
北方科「子ども１１０番の家」「北方町のおいしいきゅう食」 

縦割り遊び  交通安全教室  幼保小交流 
北方科「北方町のこんちゅう名人」 
 

指導上の配慮事項と 

教師の役割 

・友達と共通の目的に向かって役割を分担したり、ルールを決めたりしながら、遊びや生活を進められるようにする。 
・互いの良さに気付き、仲間意識が高められるように援助する。 
・今の自分の良さや弱さを受け入れ、自信をもって新しいことに挑戦していけるようにする。 

 ・幼児期の経験を想起させ、子どもの主体的な学びを促すような合科的な指導を行うことで、教科の力を発揮できるようにす
る。 

・幼児期に親しんだ活動や、学びやすい環境づくりをすることで、安心して学習できる場を設定する。 
・発達段階を踏まえた時間割（１０～１５分モジュールを取り入れる等）や学習活動を工夫する。 

家庭・地域との連携 

（家庭○ 地域☆） 

〇園だよりの配布・連絡帳等の活用  〇保育参観    〇個別懇談   〇読書週間（園での読み聞かせ）   〇保育発表会 
〇学校見学・就学時健診（保護者の疑問や不安を集約する）   〇入学説明会（小学校で疑問や不安について回答する） 

☆挨拶運動  ☆地域の日（野菜栽培）  ☆岐阜農林高等学校との交流  ☆幼保小交流 
☆８年生職場見学  ☆保育実習（９年生との交流）  ☆保育発表会への招待 

 〇入学式（１年間の見通し）     〇学校・学年便りの配布・連絡帳の活用     〇PTA総会 
〇家庭訪問（保護者との情報共有） 

☆学校便りの回覧・配布    ☆地域見守り隊への挨拶 
〇授業参観     〇個人懇談    ☆挨拶運動（サミットの日）    ☆幼保小交流 

④ 表現する・行為する 
たくさんの量のおいしい

給食を工夫して作っていた
よ。残さず食べたいな。あり
がとうと伝えたいな。 

③ 感じる・考える 
大きな鍋でたくさんの

材料を入れて作っていた
よ。エプロンの色も分か
れていたよ。 

① 思い・願いをもつ 
生活科での「学校探検」

の学習を生かして、おいし
い給食を作ってくれる給食
調理場も見てみたいな。 

② 活動や体験 
「学校探検」の約束を

生かして見学しよう。ど
んなことを発見できるか
な。 

③ 感じる・考える 
ペアになった年長さんに

私から声をかけたよ。一緒
に遊ぶと私も楽しいよ。 
（国語、道徳、学活等） 

② 活動や体験 
年長さんも知っているダンス

や遊びをしたいな。一緒に楽し
く遊べるよ。招待状を送ろう。
（図画工作、国語、体育等） 

① 思い・願いをもつ 
私が年長の時も遊ん
でもらえて嬉しかったよ。
年長さんが喜んでくれる
遊びを一緒にしたいな。 

④ 表現する・行為する 
年長さんが笑顔で遊んで

くれてよかった。私も嬉しい
な。また一緒に遊びたいな。 ③ 感じる・考える 

上手にできるこつを
友達に教えてもらった
よ。ためしてみよう。 

① 思い・願いをもつ 
卒園までにできること
を増やしたいな。〇〇が
できるように挑戦してみ
るよ。 
・ 
 

④ 表現する・行為する 
発表会は、緊張するけど、あきらめずに

練習してきたからきっとできるよ。僕（私）
のことをみんなで見てね。 

② 活動や体験 
どうすればできるかな。何回

もやってみよう。方法を変えた 
り、友達に見てもらったりして 
練習しよう。 

③ 感じる・考える〈遊び〉 
全部で何個あるか数えよう。

いもづるで、綱引きや電車ごっ
こをして遊ぼう。かんむりもでき
そうだ。次は、何をしようかな。 
・おいもを使って何をしよう。 

① 思い・願いをもつ 
大きなおいもになあれ。水を

あげたり、草取りをしたりする
よ。絵本のようなおいもがとれ
るかな。早く掘りたいな。 

② 活動や体験 
力いっぱい引っ張ったり、

掘ったりして、大きなおいもが
取れたよ。つるを引っ張ると、
おいもが、たくさんついてきた
よ。 

④ 表現する・行為する 
掘った時の様子を絵で描いて

みたよ。おいもがつながっている
ところを描いたよ。 
焼き芋大会をみんなですると
楽しいね。計画しよう。 
  
 
 

生活科を中心に 合科的・関連的な指導による自覚的な学び 

合科的な指導例： 生活科：幼保小交流 例：「挑戦すればできること」～自信をもって就学へ向かう～ 関連的な指導例： 生活科→北方科「北方町のおいしいきゅう食」 
過去の体験のつながり・遊びの中での気付きによる学びの芽生え 小学校へ 

例：「おいもほり」 
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電窟岡麟饒亭餞訊麗プ詞クラ卒
幼児期 小学校入学期

欺＿
月
項 I 

q。 I0月
][ 

I I。|2月
直

I。2>3月
w 

小学校入学～4月

V 
!50607月

二 二

幼児期の終わりまてに育ってほしい の姿

元気いっt
しをもって生き生きと過ごしたり、鍵康と安全を自分て守ることの大切さを理解し、行動しようとしたりする。

たり、自分の気持ちを調整したりする：：：とを通して、自分も人も大切にすることの大切さがわかり、 一緒に活動する I考えることがてきる。また、自分や仲間のよさに気づき、相手を思いやりながら活動することがてきる。
楽しさを味わう。

い〗いろいろ
えたこと、気付いたことを言葉や行動て伝え合ったリ、鬱』作で表したりして、表現し合うことを楽しむ。 I合って自らの考えを表現することがてきる。

① 思い 願いをもっ

過去の体験のつながり0遊びの中ての気付きによる学びの芽生え l | P11 1 生活科を中心に 合科的0関連的な指導による自覚的な学び

③惑じる考える＜遊び〉

④ 表現する 行為する

② 活動や体験

ロ ④ 表環する行 為する

① 思い 願いをもっ ① 思い。願いをもっ ①思い願いをもっ
② 活動や体験



神戸町　接続期カリキュラム「運動遊び」を軸として

Ⅰ期（９・１０月） Ⅱ期（１１・１２月） Ⅲ期（１・２・３月） Ⅳ期（小学校入学～４月） Ⅴ期（５・６・７月）
・自分の力を十分に発揮しながら、友達と共通の目
的に向かって取り組む。

・友達と思いを出し合い、工夫したり、協力したり
しながら意欲的に遊ぶ。

・共通の目的をもち、皆で力を合わせて活動することの充実感を味わ
う。

・新しい生活に自分らしさを発揮し、仲間と一緒に安心して学びに向
かう。

・一人一人の力が学級全体としての力となる喜びを味わう。

・自分なりの目標に向かって、進んで体を動かし、
繰り返し挑戦する。
・集団的な活動や遊びのルールを守って体を動かす
中で、力を合わせる楽しさを味わう。

・いろいろな運動遊びに挑戦し、自分なりの目標を
もって取り組む。
・友達と考えを出し合いながら、遊びを工夫し根気
よく取り組む。

・自分なりの目標をもって挑戦し、戸外で存分に体を動かす。
・集団での活動の中で、友達との共通の目標をもち、力を合わせてや
り遂げる喜びを味わう。

・小学校の運動場や体育館で五感を働かせ、伸び伸びと体を動かす。
・仲間づくり、エンカウンターを取り入れた運動遊びを楽しむ。
・集団での活動の中で、友達との共通の目標をもち、助け合い、励ま
し合ってやり遂げる喜びを味わう。

・主体的に体を動かし、仲間とかかわって遊んだり学習したりする中
で、互いのものの見方・考え方を発見し、のびのびと活動することが
できる。
・集団での活動の中で、友達との共通の目標をもち、助け合い、励ま
し合ってやり遂げる喜びを味わう。

思考力の芽生え
・友達の様々な考えにふれ、取り入れながら遊ぶ。 ・遊びのイメージを膨らませ、友達と一緒に必要な

ものをつくって遊ぶ。
・遊びがより楽しくなるように、新しい考えを見つけ出し楽しむ。 ・学習や運動遊びに興味をもち、「もっと知りたい」「なぜ？」を出

す。
・学習や運動遊びの体験を通して、「もっと知りたい」「なぜ？」を
出し、進んで考えたり疑問を解決したりする。

数量や図形、標識や文字
などへの関心・感覚

・保育者や友達と一緒に数量や図形、標識や文字な
どに触れて親しむ。

・ひらがなを読んだり数字を読んだり書いたりする
など、文字や数字の興味や関心を深める。

・ルールのある遊びの中で、数量や図形、標識や文字などを取り入れ
て遊ぶ。

・学習や運動遊びにおいて、人数、回数、列の並び順等、数にふれる
体験をする。

・学習や運動遊びを通して、文字、計算、図形を見ることに親しみ、
考えたり解決したりする体験をする。

言葉による伝え合い
・感じたことや考えたことなどを相手に伝える。 ・思ったことや考えたことを伝え合うことを楽し

む。
・相手にわかるように工夫しながら言葉で伝えたり、相手の話を理解
しながら聞く。

・一人一人が興味をもっていることについて伝えながら、自己紹介が
できる。

・楽しかったこと、次がんばりたいことを帰りの会で話そうとする。
（個人・ペア・全体の場）

豊かな感性と表現
・曲に合わせて踊ることを楽しむ。 ・友達と一緒に表現することを楽しむ。 ・踊ったり演じて遊んだり、友達と一緒に表現する過程を楽しむ。 ・表現活動を積み重ねながら、動きや言葉などで表現したり演じて遊

んだり、仲間と一緒に表現する過程を楽しんだりする。
・相手を受け入れ、反応する。

・五感を働かせて豊かに表現する。
・互いの表現を受け入れ、よさを感じ合う。

自立心
・目的に向かって、自分で考えたり工夫しながら繰
り返し挑戦する。

・根気強く取り組み、自分の力でできた喜びを味わ
う。

・難しい事でも自分でやってみようと挑戦し、あきらめずにやり遂げ
る。

・生活や学習の課題に意欲的に取り組もうとする。
・時間を見て、活動を切り替えようとする。

・「自分のことは自分でできる」ことへの自信をもつ。

協同性
・同じ目的をもった友達と遊ぶ中で、思いや考えを
出し合い遊びを進めていく喜びを味わう。

・遊びが楽しくなるようにルールや役割を決めた
り、考えを出し合ったりして遊ぶ。

・助け合ったり励まし合ったりしながら、共通の目的に向けて友達と
一緒にやり遂げる。

・「生活科　学校探検」「仲間遊び」を通して、お互いのことや学校
を知る。

・仲間のよさについて認め合う（帰りの会・道徳等）

道徳性、規範意識の芽生え
・友達と様々な体験を重ね、きまりを守ることの大
切さがわかる。

・自分の気持ちを調整し、きまりを守って遊びを進
める。

・友達と考えを出し合い、折り合いを付けながら、きまりをつくった
り守ったりして遊ぶ。

・たてわりチームでの遊びが楽しくなるためのルールを上級生から教
えてもらい、安心して遊ぶ。

・学校生活において、互いに思いやる心を大切にして活動する。

健康な心と体
・自分のやりたいことに取り組み、友達と競い合っ
たり協力し合ったりして全身を動かして遊ぶ。

・戸外遊びに意欲的に取り組み、十分に体と心を動
かして遊ぶ心地よさを味わう。

・十分に遊ぶことで満足感を味わい、活動の見通しをもつ。
・体の動きを調整し、遊具、用具を巧みに操作する。

・小学校の運動場や体育館で、五感を働かせ伸び伸びと体を動かす。 ・「多様な動きをつくる運動遊び」を通して、基本的な動きを身に付
ける。

社会生活との関わり
・異年齢児や職員、地域の方などいろいろな人に親
しみをもつ。

・異年齢児との様々な関わり方に気付き、相手の気
持ちを考えて関わる。

・身近な友達とのかかわりを深めると共に、小学生や地域の人々との
交流から情報を取り入れ、遊びに活かす。

・地域の人々に大切にされていることを実感し、自分からあいさつを
して関わる。

・地域の人々に大切にされていることを実感し、自分からあいさつし
たり、話しかけたりする。

自然との関わり・生命尊重
・バラやツバメ等、校庭の自然に興味をもち、遊びに取り入れる。 ・生活科の花、野菜等の栽培や生き物の観察を通して、気付いたり考

えたりしたことを表出する。

◎遊びの中でのトラブルを大切にし、問いかけたり
一緒に考えたりしながら、自分たちで思いを伝え合
おうとする姿を十分に認める。

◎相手の気持ちをわかろうとする姿を丁寧にとら
え、一緒に考えたり励ましたりする。

◎１年生への憧れや期待をもち、遊びや生活をより良くしていこうと
する姿を認める。
◎できるようになったことを認め、安心して自分の力を発揮できるよ
うにする。

◎ルールやマナーを守ることを大切にし、発達を踏まえた学習活動、
運動遊びを計画する。
◎スムーズな接続を考えた時間割にする。

◎当番活動や係活動、運動遊びを通してトラブルを解決し合える人間
関係づくりに配慮する。
◎安心感、所属感を土台とした学級を創る。

・就学時健診、入学説明会に参加する。
・保護者の不安に対し、小学校と連絡を取り合って対応する。
・情報連絡会を開催し、一人一人の育ちを丁寧に伝える。
・園での指導の経過をまとめ、小学校へ引き継ぐ。

・入学式、一年生を迎える会
・子どもの育ちや園での指導を踏まえ、職員、保護者との連携を密に
する。（園からの申し送り事項）

・子ども一人一人の様子を観察し、情報共有をする。（個人懇談・学
校便り、学級通信、学校評価等）

運動遊びのねらい

幼児期 小学校入学期
月

期のねらい

子どもへの配慮

幼小・家庭との連携
・地域行事の中で、小中学生や地域の方々との交流をする。
・園内研究会や校内研究会へ参加し、教職員間の連携を深める。
・幼児園での実習を通し、子どもの育ちについて学ぶ。

運動遊び

◎集団の遊び
○個の遊び

視
　
　
　
　
　
点

自
ら
学
ぶ
力

人
と
関
わ
る
力

生
活
す
る
力

・季節ごとの身近な環境や自然事象に興味や関心をもって関わり、気付いたことや感じたことを話したり遊びに取り入れたりする。

・生活の中の多様な動きは体力・運動能力を育て、さらには、社会性や創造力を育んでいくことを知らせ、「１日６０分以上」をめやすとして、保護者も
一緒に体を動かすように働きかける。

あおぞらタイム ～ドッジボール～

全校たてわり遊び：「フレンドリー遊び」異年齢集団により、助け合って遊ぶ。
～ たてわり大縄跳び ～

・「自然とのかかわり」「仲間とのかかわり」「社会とのかかわり」を通して体力・運動能力を育て、さらには、社会性や
創造力を育んでいくことを知らせる。

◎リレー
・友達とバトンをもって走ることを楽しん
だり、競い合ったりする。

・友達と作戦を考えあいながら力を合 わせる
楽しさを味わう。

◎ボール遊び（ボール・フリスビー等）

◎おにごっこ・かくれんぼ

◎サーキット遊び

・困ったときやトラブルが起きたときは
遊びに必要なルールを話し合う。

・共通のルールを決め、皆で遊ぶことを楽しむ。・保育者や友達と一緒に追いかけ合って
遊ぶ。

・友達と一緒に投げたり蹴ったり受けたり
して、遊ぶことを楽しむ。

・距離を競ったり、的に当てたりして挑戦
する。

・友達や保育者とルールを考えたり作戦を
立てたりして、遊ぶことを楽しむ。

・友達と得点表などを作って、遊びが楽し
くなるよう工夫する。

◎リズム遊び

・友達と思いを出し合い、サーキットを
組み合わせる。

・身近な道具を組み合わせて挑戦する
ことを楽しむ。

・友達とチェックポイントなどを作り、
サーキットが楽しくなるように工夫する。

・曲に合わせて踊る楽しさを味わう。 ・友達と一緒に踊ることを楽しむ。 ・友達と意見を出し合い、踊りを考え発表すること
を楽しむ。

〇なわとび・大縄跳び
・友達の刺激を受けながら自分なりの目標をもって
跳ぶ。

・自分なりの目標をもって跳ぶ。・縄跳びに興味をもち
やってみようとする。

〇固定遊具（鉄棒・のぼり棒・ブランコ）

◎多様なおにごっこやかくれんぼ
・仲間と安全に楽しく遊ぶための共通のルールを決め、
進んで遊びに向かう。

◎ゲーム性をもたせた体ほぐしの運動遊び
・色おに・氷おに・しっぽとり等、ゲーム性をもたせて遊ぶ。
・トラブルがあったときは必要なルールを話し合う。
◎リレー
・仲間とバトンを持って走ることを楽しんだり、競い合っ
たりする。仲間と励まし合い、やり遂げる喜びを味わう。

○◎遊具・器具を使った遊び
・ブランコ、鉄棒、ジャングルジム、うんてい等の遊具
を使って遊ぶ。

・ブランコ、鉄棒、ジャングルジム、うんてい等の遊具
を使って、楽しくなるように工夫して遊ぶ。

◎表現リズム遊び
・楽器のリズムや曲に合わせ、手足の動きを工夫して踊る。 ・互いの動きのよさについて伝え合いながら、よりよい

動きにしようと工夫し、表現を楽しむ。

◎ボールゲーム
・ボールを使ってゲームを楽しむ。
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可児市「笑顔の“もと”」接続期カリキュラム【東明小学校】

１期（４・５月）　２期（６～８月） ３期（９～１２月） ４期（１～３月） 前期（４～９月） 後期（１０～3月）

ねらい
・進級を喜び新しい環境に慣れる。
・年長組になった喜びから、自分から進んで生活し、自
分でできることは自分でする。

・友達と一緒の遊びや生活をする中で、思いや考えを
出しあう。
・自分の力を発揮し、協力して仲間意識を深める。

・生活に見通しをもち、自信をもって自分たちでやり遂
げる。
・小学校生活への期待をもちながら、充実した園生活
を過ごす。

・小学校での新しい生活や学習に、自分の力で取り組むことができる。
・仲間と一緒に取り組むことができる。
・自分の役割を意識して活動することができる。

・自分らしさを発揮し、仲間と一緒に生活や学習にのびのびと取り組むこ
とができる。
・課題について友達と相談し、助け合いながら活動し、仲間と一緒に活動
することのすばらしさを感じることができる。

「協同性」に
関わる姿

・自分の考えたことを相手に言葉で伝える。
・異年齢の子にやさしくする。
・「いいよ」「だめだよ」が言える。
・相手の気持ちに気付く。
・「ありがとう」「ごめんなさい」が言える。
・友達と仲よく活動する。
・「いれて」「かして」「一緒に遊ぼう」が言える。

・自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っているこ
とに気付く。
・友達と共通の目的に向かって協力する。
・嫌なことや困っていることを言葉で伝える。

・自分の思いや考えを相手に分かるように言葉で伝え
る。
・友だちの良さを認め、思いやりの気持ちを持ち、友だ
ちと協力して活動する。
・譲り合ったり人との折り合いをつけたりする。

・自分の考えを、仲間に分かるように話す。
・仲間と一緒に決められたことを協力して取り組む。
・仲間が話すことをよく聞く。
・仲間の良い姿を見つけ、認める。

・課題解決に向かって、自分の力を発揮しながら友達と協力して取り組
むことができる。

「人と関わる力」
（協同性）

の育成に関わって

可児市立
瀬田幼稚園

可児市立
久々利保育園

私立
トキワ幼稚園

私立
ひろみ保育園
すくすく

保育者・教師の
援助

・持ち物や遊んだ後の片づけなど、生活の仕方を子ど
も同士確認しあいながら整えていけるよう促す。
・挨拶やルールを守ることの大切さを繰り返し伝える。
・いろいろな友達とかかわる中で、トラブルが起こったと
きには、互いに分かり合えるよう仲立ちとなり、相手の
気持ちに気付けるようにする。

・友達に自分の思いを聞いてもらえた嬉しさを実感で
きるように、必要に応じて仲立ちする。
・友達とイメージを共有し、見通しをもって取り組むこと
で、クラス全体でやり遂げた喜びと満足感を味わえる
ようにする。

・生活習慣が身に付いているか、見直し確認する。ま
た、見通しを持ち行動できた時は、十分に認め、自信に
つなげていく。
・入学に対する期待や不安を受け止めるとともに、大き
くなったことを感じられる場や機会を設けて、一人一人
を十分に認める。

・学校生活に慣れることができるように、４月は活動を短く区切る等、集中
できるように工夫する。
・学校生活での約束を仲間と共に確認し、定着させていく。
・係活動など、一人一人に役割を持たせ、やりきった喜びを味わわせると
共に十分に認める。
・幼児の思いや考えから豊かな学びを展開していくなど幼児期の教育の
方法を、小学校においても、児童の発達段階や各教科等の指導の目標・
内容に応じ、取り入れていく。

・行事等を通して、仲間と取り組むことの楽しさ、充実感などが味わえるよ
うに声かけ、励ましをしていく。
・１年間でできるようになったことに気付かせ、自分の成長に気付かせ自
信を持たせる。
・表に現れた言葉や表現の正確性だけに目を奪われるのではなく、適切
に言葉や表現にしようと考え込んでいる子どもを察知し、具体的に支援
する。

家庭・地域との
連携

〇「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について、園だより等で周知、啓発する。
〇保育参観・運動会等での親子活動

５歳児 1年生

　【国語】
　「いいてんき」
　　　・ペアで教科書を見ながら、みつけたものを話す。
　　　・クイズを出し合う。
　「わけをはなそう」
　　　・ペア学習で交流する。
　　「おおきなかぶ」
　　　・グループ単位に分かれて、劇を行う。
　「すきなもの　なあに」
　　　・ペア学習を行った後、グループ学習をしていく。

　【算数】
　「いくつといくつ」
　　　・ペアでブロックや数カードを使い、ゲームを行う。
　「たしざん」「ひきざん」
　　　・ペアで説明をしあう。

　【生活】
　　　・２年生と一緒に学校探検を行う。
　　　・１年生だけで学校探検を行う。
　　　・おもちゃづくり

【朝の会】
　　・じゃんけんゲーム
　　・仲間集めゲーム

【行事】
「運動会」
　　・学年部で取り組む表現活動
　　・全校で取り組む応援活動
「校外学習」
　　・モンキーセンターでの活動（グループ活動）
「茶道体験」
「つどい活動」（異学年交流）
「大縄跳びの取組」
「委員会活動への協力」

 ＜活動例＞

○学校だより、ホームページ、週予定、学年通信等で、学校生活の流れ、子どもたちの様子を伝える。
〇授業参観等での親子活動

　　　・互いの良さを認め合う取組
　　　・ワークショッププログラム
　　　・QUを活用した集団作り
　　　・「笑顔の”もと”」プログラム　　低学年版
　　　　　　　　　　　　　　　　A：５分間プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　B：１５分間プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　C：１時間プログラム　 「みんなのことをしろう」　「とてもうれしい！」　「おこっているわたし」

東明小 「笑顔の“もと”」

すすんで なかまと おわりまで

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

＜重点＞ ③協同性

＜子どもの実態＞

・自分の思いを伝えられない、主張しすぎてしまう、相手の気持ちや立場を考えない等、仲間

と共に活動を楽しむことができないことがある。

・初めてのこと、できないことや負けることへの不安を感じる子が多い。

・仲間への見方、仲間との関係が固定的なものになる傾向がある。

＜願う子どもの姿＞

仲間のよさに共感し、温かく広い心をもち、協調できる子
・自分や仲間のよさを認め、楽しく園生活、学校生活をおくることができる。

・不安や心配なことにも挑戦しようとする気持ちをもち、仲間や周囲の大人と関わりながら、充実感を味わうことができる。

・譲り合ったり、励まし合ったりする中で、仲間と関わることのすばらしさを感じることができる。

みんなであそぼう②

・ころがしドッジ

・ドッジボール

あったかあいさつ

・おはよう さよなら 元気よく

・自分からあいさつ

・名前つきあいさつ

みんなであそぼう①

・氷おに

・手つなぎおに

・どろけい

みんなでいっしょに

・おはようじゃんけん

・さよならじゃんけん

・ひたすらじゃんけん

運動会

運動会

運動会

運動会

運動会の

取組・練習

運動会の

取組・練習

運動会の

取組・練習

運動会への取組・練習

（鼓笛・組体操）

発表会

発表会

ことばあそびの会

音楽会

リズムあそびの会

こいのぼり

づくり

こいのぼり

づくり

夏まつり

夏まつり

夏まつり

お店屋さんごっこ

お店屋さんごっこ

お店屋さんごっこ

廃材あそび

太鼓あそび

水路作り

水路作り

砂場あそび

郵便屋さんごっこ

郵便屋さんごっこ

ドッジボール大会

クラス目標決め
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令和5年度子どもの育ちと学びをつなぐ「接続期マップ」～「言葉による伝 え合い」を重点として～土岐市立泉西小牢交区（泉西小附属幼稚園・久尻保育園・泉西小学校）

時 5歳児 卒園までに l」潟牧第1学年 第1学年修了時まで

期 1(4,5月） | 11(6,7,8月） I ill(9,10,11,12月） I IV(l, 2, 3月） 育ってほし い 姿 1学期(4,5, 6, 7, 8月） | 2学期(9,10, 11, 12月） | 3学期(1,2, 3月） に育ってほしい姿

令瞑匿 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 (9)言葉こよる伝え合い 領域「A 話すこと・聞くこと」
............................................... 

lねらい (I)指導事項 ［国語］

(I) 自分の気持ちを言葉て表現オる楽しさを味わう。 ア身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え合うために必要な事柄を選ぶこと。 ◇言葉がもつよさを感
(2)人の言葉や話などをよく聞き，自分の経験したことや考えたことを話し，伝え合う喜びを味わう。 イ相手に伝わるように，行動したことや経験したことに基づいて，話す事柄のIl廊茅を考えること。

じるとともに，国語を(3) 日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに，絵本や物語などに親しみ，言葉に対する感覚を豊かにし，先生や友達 ウ伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなどを工夫すること。

と心を通わせる。 工話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさないように集中して間き，話の内容を捉えて感想をもつこと。 大切にして，思いや考
オ互いの話に関心をもち，相手の発言を受けて話をつなぐこと。

えを伝え合おうとす【春見つけ】 【葉っぱや実て遊ぼう】

〖先生〗 (I) 〖ペア〗 （I) 【いいてんき】〖ペア〗 （l）オ 【ともだちのこと，しらせよう】 【これは，なんてしょう】
盃。

見たり感じたりしたことを 見つけた植物の種類を図鑑 絵を見て友達と話したり応答したりする活動 〖ペア〗 (I)ア，エ 〖グループ〗 (I)ア，オ

つぶやく活動 て｀調べたり尋ねたりする活 建に質問し，友達を紹介する活動 二人て相談し，考えをまとめてクイズを ◇題庄立てて翌えるカ
動 【あつまってはなそう】〖ペア〗 (I)エ 作る活動

や感じたり想堡したり

【砂拿び】 【どろんこ•石けん遊び】
目的に沿って，友達と話したり聞いたりする活動 【ものの名まえ】〖グループ〗 (I)オ

【冬をさがそう】
国 身の回リの物の名前について尋ねた する力を劉こi叫ナる。〖一人〗 （I) 〖ペア〗 (I) (2) 〖ペア〗 （2) 

砂・泥•水などの感触を オノマトペを用いて感触な 気付きや不思議を自分なり 語
【どうぞよろしく】〖ペア〗 (I)ア り，応答したりする活動

◇日常生活における人
体験して思いをもつ活動 どを表現しようとする活動 の言葉て表現する活動

名前カードを使って友達と交流する活動

との関わりの中で伝え

◇先生や友達と心を 【なんていおうかな】〖ペア〗 (I)ア
【栽培活動】〖先生〗 (2) 

通わせる中で，絵本
場面に応じた言葉や動作を考えて伝え合う活動 合う力を高め，且公辺

生長の変化に気付いたリ，生長に必要なことを考えたりしたこと
思いや考えをもつ。

を伝えようとする活動
や物語など に 親 し み 【こんなものみつけたよ】〖全体〗 (I)ア

見つけたものや思ったことを紹介する活動

ながら，豊かな言葉
【チャレンシ洟をび】

〖先生〗 （I) や表現を身 に 付 け
【ききたいな，ともだちのはなし】 1 学期〖ペア〗 学期〖全体〗 3学期〖グループ〗 (I)ア，ウ，エ

自分なりの目標をもつ活動 好きな遊びについて応答したり，感想を伝えたりする活動→夏休みの経験をよく間き，質問や感想を述べる活動→好きな本の紹介を聞い ［生活科］

盃。 て，質疑応答する活動
◇人との関わりの中

【集団遊び】〖全体〗 （2) (3) ◇伝える相手や状況
【わけをはなそう】〖ペア〗 (I)ア，ィ

I 
で，互いの立場や考え

ルールや作戦を考えたり，考えを伝え合ったりする活動
に応じて，経験した 友達に自分の気持ちとそのわけを伝える活動

友達と応援し合う活動 を尊重し，目的意識や

保
ことや考えたことな

授 【すきなもの，なあに】〖グループ〗 (I)ア，イ

【絵本の読み聞かせ】〖全体〗 （3) どを相手に分かるよ 友達に自分の好きなものを紹介する活動
相手意識をもって乏墜

育 言葉に出会い，言葉を豊かにする活動→物語に親しみ，興味をもって聞き，想像する活動 業 な方法で交流し合う。
うに工夫し な が ら 言

...................................................... ・-・............................................................... •-• ••一•••........................... •••-..................................... _...........................L................................................................... 

【星諄潅令交§庶】 〖ペア〗 （2) (3) 葉で伝えたり，相手
内容(8) ◇相手のことを思い浮

自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して，相手のことを想像したり伝えたいことや伝え方を選んだりすることが
人の言葉や話などをよく間き，立場の違いを感じて関わり方に生かす活動→自分の考えたことを相手に分かるように話す活動

の話を注意して聞い てき，身近な人々 と関わることのよさや楽しさが分かるとともに，進んて触れ合い交流しようとする。
かべたり，相手の立場

を気にかけたりすると
【製作あそび】〖先生，グループ〗 （2) て理解したりして， 【どきどきわくわく l ねんせい】〖グループ〗 【あきのことをつたえよう】〖全体〗 【ふゆのことをつたえよう】〖全体〗
作り方を間いて，やってみようとする活動→自分のしたいことを言葉で表現したり，相談したりする活動

言葉による伝え合い
教室や学校を見て回り，友達や学校生活を支え 秋の自然と関わったことを振り返り，夏 冬の活動の様子と，夏や秋の活動の様

ともに，伝えたいこと

： る人と関わる活動 の遊びと秋の遊びを比べて気付いたこ 子を季節の流れに沿って並べて話し合 が相手に伝わるかどう
【お店屋さんごっこ】 【ペープサート・劇：：：らこ】 を楽しむ。 とを友達と紹介し合う活動 う活動
〖グループ〗 (3) 〖全体l (3) 生 かを判断して伝える内

【がっこうにいるひととなかよくなろう】 ！ 
経験やイメージを出し合い， 物語を用いたリ創ったりし 活 〖グ1レープl 【いっしょにあそぼう】〖グループ〗

【しょうたいしたことをはなしあおう】 容や伝える方法を決め
イメージに合った言葉てゃ て，登場人物などになりきっ 自分がつくったおもちゃて園児と一緒

り取りする活動 て言葉のやリ取りをする活 科
学校にいる人に話したり質問したりする活動

に遊ぶために話し合う活動
〖全体l

ゑ。

動
新しい 1年生と関わって感じたことや気

【たのしかったことをつたえよう】〖全体〗 付いたことを話し合う活動 ◇自分のことや伝えた
【むかしからったわるあそびをたの

夏の自然と自分との関わリを振り返り，気付い
【正月遊び】〖ペア〗 （2) しもう】〖グループ〗 いことが相手に伝わる

数量や文字に関心をもち，
たことや楽しかったことを友達と交流する活動 地域の人に昔から伝わる遊びを教わっ

遊び方を伝え合う活動 たリ一緒に遊んだりして，遊びを教えて
ことや，相手のことや

くれた人にお礼の気持ちを伝える活動 相手が伝えたいと考え

【Go to 西小】〖全体l
【Go to 西小】〖ペア，グループ，全体〗 ていることを理解でき

小学校の施設や環境に関心をもち，見たことや感じたことを伝え合う活動
学校探検て頂見付けたことを友達と伝え合う活動→新l年生の気持ちを考えながら関わり方を話し合い，学校のことを分かりやすく伝える活動 ることのよさや楽しさ

日 【朝の会】 〖全体〗元気よくあいさつする。 →日付・曜日などを正しく言う。 →先生の話を正しく伝える。 日 【朝・帰りの会】 〖全体〗友達と元気よくあいさつする。 →今日の目当てや出来事を話す。 →係からのお知らせを伝える。 が分かる。

常 【活動の振り返り】〖グループ〗友達や先生の話を聞く。→自分の気持ちや考えを伝える。→友達のよさを取り入れようとする。 常 【当番・係活動】〖ペア，グループ〗自分の仕事について話す。→友達と協力して行い，声をかけ合う。→友達と工夫てきることを話し合う。
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令和5年度子どもの育ちと学びをつなぐ「連携のあしあと」 土岐市立泉西小学校区（泉西小附属幼稚園・久尻保育園・泉西小学校）

実施月 4月 5月 i i 6月 | 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

幼
巡回相談 就 就 入学説明会

保 【時期】 【時期】 【時期】 【時期】

l」¥ 初 ／ 日 ／ 下 初／日／下 目／中／下

【均炉斤】 【場所】 【均炉斤】
土ヽヽt 幼稚園・保育園 小学校 小学校 小学校

通 【内容】 【内容】 【内容】 【内容】

行
・5歳児の見学 ・三者懇談 ・健康診断 ・保護者への説明

・支援児の交流 ・物品購入

事

小 | 小学生と幼稚園児ての分団登校 | 

学 I I Goto西小 ① 
Goto西 小 ② Goto西小 ③ 

校
【時期】 【時期】 【時期】

初／中／目 初／中／目 初／中／目

と 【場所】 【均炉斤】 【場所】

幼
小学校 ＇」ヽ学校 小学校

【内容】 【内容】 【内容】

稚 ・学校探検 ・ダンス交流 ・葉っぱや如遊び

園
・じゃんけんゲーム ・活動の振り返り ・活動の振リ返り

・活動の振リ返り
子

Goto西,Jヽ

ど 幼 ｛ ： ｛ ミックス
： 幼保交流① 幼保交流②

も 稚 i 【時期】 【時期】
【時期】

： 目／中／下
同 園

初／中／目 目 中 ／ 下
【場所】

士
【均炉斤】 【場炉斤】

小学校
と 幼稚園 織部の里公園

【内容】
の 保 【内容】 【内容】

• I年生の宝物発表

交
・リレー交流 ・集団遊び

会参観
育 ・リズム交流 ・活動の振り返り

・手作りおもちゃ遊び｀ “'し
園 ・活動の振り返リ

・歌の交流！ ！ ！ ！ 

小
・活動の振り返り

Goto西小① Goto西,Jヽ ②

子呂 【時期】 【時期】

校
初／中／目 目／中／下

【場炉斤】 【場所】

と 小学校 小学校

保
【内容】 【内容】

．呵の三者懇談 ・ダンス交流

育 ・学校探検 ・活動の振リ返り

園 ・活動の振り返リ

| 電話等による日常的な連絡・相談 | 
教 l 

職 担任顔合わせ会 1年生授業参観 5歳児保育参観 引継ぎ会

貝一
【時期】 【時期】 【時期】 【時期】

初／日／ 下 目／中／下 目／中／下 初／目／下

間 【場所】 【場所】 【均炉斤】 【場所】

の
小学校 I」ヽ学校 幼稚園・保育園 小学校

【内容】

I 

【内容】 【内容】 【内容】

交 ・挨拶 • I年生授業参観 ・5歳児保育参観 ・園の「生活づくリ」

流 •今年度の方向確認 ・意見交流 ・意見交流 「学習づくり」の共有

・年間連携計画確認 ・指導の見通し確認 ・指導の見通し確認 ・支援児への配慮



令和５年度 「幼保小の架け橋プログラム」開発の手順と解説         土岐市立泉西小学校区（泉西小附属幼稚園・久尻保育園・泉西小学校） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開発の手順 解説 

【お互いの子ども・教職員の実態や園・学校の状況について，よく知る】 

 同じ校区内であっても，子どもの人数やよさ，課題，教職員の名前，園・学校の立地場所など，よく知

らないことが多いので，実際に各園・学校を訪問し，子ども・教職員の様子を参観して情報交流する。 

【園のアプローチカリキュラム，学校のスタートカリキュラムを確認し，共有する】 

 幼保小の円滑な接続を考える上での基盤として，各園・学校の教職員が両カリキュラムの整備状況

を確認すると共に，お互いのカリキュラムの内容を共有する。 

【園・学校が目指す姿を明確にし，共通理解を図る】 

 子どもの実態や園・学校の教育目標，幼稚園教育要領・学習指導要領などをもとに，「卒園までに育

ってほしい姿」と「第１学年修了時までに育ってほしい姿」を思い描いて語り合い，具体的に設定する。 

【園・学校が重点的に向上を図りたい資質・能力を決定する】 

 目指す姿をもとに，幼稚園教育の「５つの領域」や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」などを

考慮して，幼保小が共通して向上を図りたい資質・能力を検討し，重点的に取り組む内容を決定する。 

【「接続期マップ」を作成し，取組の見通しをもって実践する】 

 幼保小全体の取組を捉えることができるように，園の保育と日常，学校の授業と日常を通して，重点

的に取り組む活動と時期をＡ３判１枚に整理し，年間の取組の見通しをもって実践する。 

【園・学校が実際に連携して取り組んだ活動を「連携のあしあと」に記録する】 

 幼保小で連携した取組を振り返ることができるように，子ども同士の交流と教職員間の交流に分け

て，実践した活動と時期をＡ３判１枚に記録し，取組の工夫改善や他校区の参考として活用する。 

【定期的に目指す姿の具現状況を振り返り，よりよい取組へと工夫改善を図る】 

 「接続期マップ」や「連携のあしあと」をもとに，節目ごとに園・学校が実践を見直し，目指す姿の具

現状況を確認し合いながら，よりよい取組となるように工夫改善を図る。 

実態・状況 

の把握 

カリキュラム

の確認・共有 

実践の見直し 

取組の工夫改善 

目指す姿 

の明確化 

取組の 

重点化 

接続期マップ

の作成 

連携のあしあと 

への記録 

〖連携のあしあと〗 
 

作成の意図 

 年間を通して，幼保小の園児・児童間と教職員間において，実際に連携して取り組んだ活動と時期を記録し，幼保小の取組全体

を振り返ることによって，次年度に向けた取組の工夫改善や他校区の参考として活用する。 

 

見方 

・Ａ３判に，縦軸を幼保小共通行事，子ども同士の交流，教職員間の交流，横軸を時期（４～３月）として，幼稚園・保育園・小学校

で行う取組を位置付けている。 

・各活動について，活動名・おおよその時期・場所・主な内容を記している。 

・継続して取り組んでいる活動として，小学校と幼稚園の子ども同士の交流では分団登校，教職員間の交流では電話等による日

常的な連絡・相談を示している。 

〖接続期マップ〗 
 

作成の意図 

 幼保小の接続期（５歳児と小学校第１学年の２年間）において，幼保小が共通して向上を図りたい資質・能力を育成するために，

重点的に取り組む活動と時期を整理し，幼保小の取組全体を捉えることによって，お互いの取組を把握し，年間の見通しをもって

実践することに役立てる。 

 

見方 

〔５歳児〕 

・Ａ３判左半分に，縦軸を保育と日常，横軸を時期（Ⅰ～Ⅳ期）として，幼稚園・保育園で行う取組を位置付けている。 

・５つの領域の１つである「言葉」と幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の１つである「言葉による伝え合い」の向上を図りたい

保育の題材を選び，実施時期に示している。 

・各題材について，題材名・主な学習形態・幼稚園教育要領の領域「言葉」のねらい・活動を記している。 

・Ⅳ期の右側には，「卒園までに育ってほしい姿」を設定している。 

〔小学校第１学年〕 

・Ａ３判右半分に，縦軸を授業と日常，横軸を時期（１～３学期）として，小学校で行う取組を位置付けている。 

・国語の領域の１つである 「Ａ 話すこと・聞くこと」と生活科の内容の１つである「伝え合う活動」の向上を図りたい授業の単元

を選び，実施時期に示している。 

・各単元について，単元名・主な学習形態・第１，２学年「思考力，判断力，表現力等」「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導事項（国語）・

活動を記している。 

・３学期の右側には，「第１学年修了時までに育ってほしい姿」を設定している。 
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〖お互いの子どむ教職員の実態や園。学校の状況について，よく知る〗
〖接続態マップ〗
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〖園のアプローチカリキュラム，学校のスタートカリキュラムを確認し，共有する〗

口
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〖園。学校が目指す姿を明確にし，共通還解を図る〗

.... 
C 

J 
〖園。学校が重点的に向上を匿りたい資質。能力を決定する〗

‘ C 
u 
〖惰鏡疇マップ」 を作成し，躙恥麟しをもって疇鐸〗

一 〖遵携のあしあと〗
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〖園。学校が実際に達携して取り組んだ活動を 「達携のあしあと」に記録する〗
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〖疇的に目指す姿の具現状況を振り返り，よりよい取組へと工夫改善を図る〗
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飛騨市版 アプローチ・スタートカリキュラム 2023. 9 

期 幼 児 期 （アプローチカリキュラム） 小学校入学期 （スタートカリキュラム） ※小学校1年生終了時

月
4月～5月 6月～8月 9月～12月 1月～3月

小学校入学～4週間 5週目～8週目 9週目～3月末

【5歳児前期】 【5歳児前期～5歳児中期】 【5歳児中期】 【5歳児後期】

・年長児としての自信と意欲をもち、 ・様々な活動を通し、 運動機能を高め ・仲間の大切さを実感し、自覚や目信をも ・互いのよさを認め合いながら、 集団生活の •生活科を中核とした合科的な指導等 ・学校生活や学習のルールを守る。 ． 4自月己か盲ら定上感級が生高にまなりる．自自覚分をにも自ち僭、をもって生活する．

様々な活動に取り組む。 活発に遊ぷ。 ち、友達への親しみや信頼感を高める。 決まりを守り、見通しをもって生活する。 で、学校生活の過ごし方や学習のル ・教科の学習に興味関心をもち、願いをもっ ・ 様々な学習や行事

•新しい環境の中 、 落ち着いて生活 ・友達といっしょに遊びながら、気持ち •同じ目的・目標を持ちながら一つのことを ・様々な経験や対人関係の広がりを通し、自 ール等を身に付け、安心して学校生 て学習したり行動したりする。 に取り組む。

ねらい し、遊びを楽しむ。 を伝え合い、遊びの幅を広げていく。 成し遂げていき、そのことの充実感を味 立心を高め、就学への意欲をもつ。 活を送る。 ・仲間と話し合って決めたり解決したりする ・運動、遊び、体育の授業に関心をもち技能を高める。

・季節の変化や自然の美しさに興味 ・異年齢児と関わりを持ち｀優しい心を わう。 •一人一人の安全に対する認識や関心を高 •生活や学習の課題に意欲的に取り組 等、仲間意識をもつ。
・仲間との学習、遊びなど、集団で行動することに楽しさ
や所属感をもつ。

をもつ。 育む。 ・様々な活動を通し、表現力を豊かにする。 めていく。 む。 •自分でできることやしたいことに取り組む。 ・問題や課題に対して問題意識をもち、仲間と解決しよう
・仲間の話や気付きに関心をもつ。 とする。

①思考力の芽生ス ①を保理育解士す等るや。友達の話を聞き、内容 ①楽試し行む錯。誤しながら、遊びや物作りを i①場面により呂葉を使い分けていく。 ①遊友ぷ達。同士で考えを出し合いながら、楽しく

竺が正わしかい鉛り芦、筆自の分持靡でちや方っーやてっノみてーる最ト。の後使まいで磨方

G付泡き）生、活文の字中やで数数量のな必ど要を使性っやた便教利科さのに気 (1)算言し葉たやり文章の意味を考えながら読んだり、計
する。必要なことをノートに書きこむ。

自 ②数量や図形，標識や ②生活や遊びに使う簡単な記号や文 ②遊びに使う物の数や人数などを数えたり ②日常の生活を通して、文字．数標識等に 学習に、興味関心をもって取り組む。 ②正しく鉛筆を持つなど、学習の基礎基本が身

ら 文字などへの関心， ②絵本や紙芝居、図鑑等に親しむ。 字、数字に興味を持ったり読んだり 比べたりする。 興味•関心を高める。 に付く。

学 感覚
する。 ③人の話を注意して聞いたり、相手に分か ③授業の流れや「聴く・話す」のルールが分 疇 自分の考えを挙手発表でき、わからないこ

③保育士や友達に自分の気持ちを ③自分の経験や思いなどを、自分の ③イメージしたことや感じたことを、言葉や るように話したりする。 ③大きな声で返事をしたり話したりする。 かり、自分の考えを伝える楽しさに気付く。 とを「分からない」と伝える。

ぶ 伝えようとする。 言葉で伝えていく。 造形等で表現する。 ③生活や学習の中で発見したことや自分の ①数の並び物や語計や江道の徳きでま人り物をの心情を想像する、
力 ③言葉による伝え合い ④歌詞や情景を思い浮かべながら、 思い、考えを、言葉で表現しようとする。 ④具体物操作や体験活動を楽しみ、五 ④音楽や造形、 身体による表現などを楽し 見つける、調ぺ学習

④豊かな感性と表現
④様々な素材を使った物作りや、友 歌うことや表現することを楽しむ。 ④楽器を使い、音色の美しさやリズムの面 ④絵本や物語に親しみ、想像したり演じたり 感を使って理解を深めたり表現したり み、自分の気持ちや考えなどが表現でき で新たな発見をする、など自分たちで探究する

達といっしょに歌ったり踊ったりす 白さを味わう。 して遊ぶ。 する。 る。 楽しさを味わう。

ることを楽む。

⑤ 自立心 ⑤保育士等や友達に親しみをもち、 ⑤遊びの中で、友達のいろいろなよさ 芦覚し動、会で頑張ったことやできたことを自 ⑤共通の目的に向かって、クフスのみんな I⑤困ったときやつらいとき、困った人を見 讐
分でできることは自分でしようと、栢極 I⑤自分の身の回りのことが、一人でできる。

目ノ‘

楽しく園生活をする。 に気付き、認め合う。 自分に自信をもつ。 で分担したり協力したりする。 かけたときは、先生や大人に相談す こ取り組む．

⑥協同性
⑥友達と一緒に遊ぶ中で、折り合いをつけ、 る。 ⑥友達と関わって遊んだり、話し合ったりする。

指 と ⑥友達と役割を決めたり交代しなが ⑥集団を意識して、みんなと一緒に行 ⑥一つの目標にみんなで協力して向かい、 自分の気持ちを調整する。 ⑥「1年生を迎える会」に向かって、仲間 ⑥遊びや活動の中で友達の意見に耳を傾

Iと
⑦芽道生徳え性．規範意謙の

ら、仲良く遊ぶ。 動する。 頑張ることの大切さや素晴らしさを知る。 ⑦よいことや悪いことが分かり、人がいやが と協力して取り組む。 けたり、自分の考えを主張したりして、上 ⑦⑦き自ま分りのをよ守さりを、見つけ、仲間のよさを認め合う。

すたi
ることをしたりいやなことを言ったりせず、 ⑥給食の準備，片付けや掃除の仕方等 手に仲間と関わる。 仲間の気持ちを考えて遊んだり学

⑦新入園児に親しみをもち、優しくし ⑦集団生活には、きまりが必要である ⑦当番活動等、与えられた役割をやりきる 相手のことを思った言葉や行動を増やす。 を覚え、みんなで協力して取り組む。 習したりする。

姿
4・9 たり一緒に遊んだりする。 ことを理解し、きまりを守って行動す ことができる。 ⑦様々な人との触れ合いを通し、自分が成 ⑦大きな声で「はい」と返事をしたり、友 ⑦相手の気持ちを考え、自分の行動を振り

力 る。 ⑦トラブルが起きたときは、みんなで話し 長したことに気付き、感謝の気持ちをもつ。 達や先生に、あいさつしたりする。 返ることを通して、ルールを作ったり守っ

合って解決しようとする。 たりして、学校生活を楽しく安全に過ごす。

暉康な心と体 猛外でのびのびと遊ぷ。 ⑧体暑をさ！ （や寒さ）に負けず食事をとり、 ⑧少健な康くなし体づくりに関心をもち、好き嫌いを ⑧生風活邪に予必防要の1 うがいや手洗いなど、健康な ⑨合学わ校せ生て活、の流れがわかり、チャイムに ⑧年びき漣めの動良たびやて量と•休I迂体をみ食をぺ時動ぺら問かきれのるする外。。量遊をび加等減をし通。し自て分。での 謬ま分ずのき体やや困気難持なちこのと状が態あをっ言て菜で伝える．
康な生活を送るために、基本的 動かし、遊びを楽しむ。 たり、規則的に排便したりする な習慣・リズムを身に付け、自 自分で行動する。 も、気持ちを切り

生 ⑨社会生活との関わり な生活リズムを身に付ける。 など、健康的な生活習慣を身に付ける。 分でできたことに自信や満足感をもつ。 ⑨当番や係の仕事をやりきる。 替えて挑戦するたくましさをもつ。

活
麟育士等との関わりの中で信頼関 ⑨自分の体の状態がわかり、困ったと ⑨友達と伸良くしたり競い合ったりして、全 ⑧自分で歩いて登校する。（気カ・体力共に）

す ⑩ 自然との関わり生
係を築き、自分の気持ちを伝え、 きには先生や大人に様子を伝える。 身を動かして遊ぶ。 ⑨生活の中で見通しをもち、時間を意識しな 麟 通学班会議や交通安全指導を通し

安心して過ごす。 ⑨一日の生活の流れがわかり、自分から がら行動する。 て、命の大切さを自覚し、安全に気を ⑨休み時間の過ごし方を考え、 遊んだり、 ⑨時間を意識して行動できる。

る 命尊重
⑨共同で使う物を大切にし、使ったも ⑩身の回りの事象や自然の変化に気 行動する。 付け、登下校する。 授業の準備をしたりトイレヘ行ったりする。

力 のは、元の場所へ返し、片付ける。 付き、身近な小動物に親しんだり、 ⑩身近な自然の美しさや季節の移り変わり ⑩季節の移り変わりとともに、生活にも変化 ⑩に自気分づがく周。囲の支えによって生活できていること

⑩花や野菜の栽培、虫の飼育等を通 いたわったりする気持ちを持つ。 に気付き、遊びに取り入れたり、素材を があり、対応していくことが大切であること ⑩栽培活動を通して自然や植物に関心をも

して、生き物に関心をもつ。 使って作ったりする。 を知る。 ち、根気よく世話をする。

新入園児歓迎会／数遊び／地域祭 不審者対応訓Iり練／／夏数ま遊つびり／／ププーールル掃遊
体験学習／数遊び／運動会／秋の遠足／観 数遊び／体験学習／コマ・けん玉大会／園 ；っ式／1年生を迎xる会／通学班集 ス訓ポ練ー／ツ栽テ培ス活ト動／交通安全教室／命を守る 運動会／町探検／スキー教室／6年生を送る会／保

ねらいを育む り見学／栽培活動（苗植え種蒔き）／ 除／七夕まつ 遊 劇／保小連携／祖父母参観／秋祭り／七五 内お別れ会／卒園式 学校探検 育園との交流会／新1年生の教室飾り

主な活動 交通安全教室／春の遠足 び／夏野菜の栽培，収穫／自然体験 三／発表会／数遊び／クリスマス会／大掃除

ACPにより ACPを通して育むカ・・ 9 運動能力（走る・跳ぶ•投げる） ． Q性閲と閲わるカ ． あきらめない心

育成が期待できるカ （麟 運動習慣 ⑧運動能力 ⑤⑨規則正しい生活習慣 ③トラブルを通した社会性 ⑦ルールを守る規範意識 譴粘り強さ 麟有能感 ①②④⑤意欲 ⑤立ち直り）

担任の説明を聞いて遊びのルールを理解し、： 友だちのがんばりを認め、友だちを意謙しながら、
I 

友だちや担任と関わり合いながら遊ぷ中で、
I 

仲間と関わたり合声いをなかがけらら、れよるり。よ（ い方法を考えて遊ぷ中で、
保小をつなぐACP活動 集団の中で意欲的に遊ぶ。 I きまりを守つて遊ぶ．（あの子のようにぽくも～・負けないぞ） I 自分の気持ちや考えを言葉で伝えられる。（「分からない」「もっとこうしたい」） I 相手のことを考え 「こうするといいよ」「00しよう」）

～住閲と関わる力を中心とし I I 

て～ ◎朝の運動の時間（毎日）・学年の主活動「運動あそび」の場面で実施：いうこと一緒、やること一緒／からだジャンケン／修行鬼／うしとうま／リズムジャンプなど
◎朝活動（週1程度）・体育の時間の準備運動で実施 ： いうこと一緒、やること一緒／いうこと一緒、やること逆／ねことねずみ／

※全学年で実施 しっぽとり／ボール運び／爆弾ゲーム／倒しちゃダメよ／リズムジャンプなど

ビ
「小学校って何を

｀ 
「小学校って楽しそう」 国「やってみたい」 日「何でもできるぞ」 百

「小学校って楽しいな」 「学校のことがわかってきたよ」

するの？」 「大きくなった自分なら、 「もっとやりたい」 「00ちゃん、すごい」 「友達がたくさんできたよ」 「00が楽しいし、得意だよJ

小学校に向けての気持ち 「どんなところ？」 何でもできそう」 「できるようになりたい」 「やり続けたら、できるようになったぞJ 「自分からチャレンジするぞ」 「いろいろなことができるようになったよ」

「友達できるかな」 「保育園と同じ運動遊び 「わからなかったら、聞けばいいんだ。」 「今度は、 00ができるようになりたいな」

があるんだ、安心した」

•新しい環境に喜びと不安を抱いているので、一人一人の生活リズムに合わせ、ゆとりをもち関わっていく。

・幼児の思いやイメージを大切にし、イメージが実現できるよう寄り添い、一緒に考えながら活動を進める。 ・保育要録や引継事項を参考にし、職員共通理解のもと、指導にあたる。

•一人一人の気付きに共感し、 自然の変化や動植物への興味， 関心を育てていく。 • 1時間目や朝活動を幼児期からのつなぎの時間と考えて遊び要素を取り入れた活動で、学校生活の過ごし方や学習の

•一人一人が力を発揮している姿をほめたり認めたりして自信を持たせ、周りの子に広めていく。
ルール等を自然に楽しみながら身に付けていく時間とする。

子どもへの配慮
・自分とは異なる存在を受け止め、様々 な感情の経験ができるようにする。

•安心して学校生活を送ることができるように、活動に見通しをもたせたり具体的な指導をしたりする 。
•発達を踏まえた時間割や学習活動を工夫する。

・友達同士で励まし合い、認め合えるような関係づくりを援助する。 • 生活科を中核とした合科的な指導により、児童に「明日も学校に来たい。」という意欲をもたせる。
•一日の生活の流れを見通して行動できるよう環境を整え、安心して活動できるようにする 。 •生活科の遊び要素を生かして、自己決定，自己実現の場をつくる 。
• 新しい生活に向けての期待と不安を受け止め 、 誇りをもち就学を迎えられるようにしていく。

0園だよりの配布・連絡帳等の活用 0学校・学年・学級だよりの配布（学校行事や児童の様子等情報発信） ｀ ヽ
ヽ •

園と家庭 0保育参観 0親子でリズム運動にチャレンジ！ （仮） 0祖父母参観 〇保育参観•お別れ会 0卒園式 0連絡幌による情報交換(1学期いっぱいは密に行う。） 0個人懇談による情報交流 0必要に応じて家庭訪問

0入学式 0授業参観•PTA総会・懇談会（ 1 年間の見通し）

※4歳児について 0保小連携保育参観① 0学校職員保育園体験 0保小連携保育参観② 0保小連携保育参観③

園と小学校 園児の発育•発違で心配事が

ある保護者との面談 〇保小連携学校参観 0園児・児童交流① 0就学時健診・入学説明会（就学に向けての保護者への支援） 〇園児・児童交流②



令和５年度 県カリキュラム開発会議ワーキンググループ メンバー 

〈健   康〉 ・ 春日 晃章 東海国立大学機構 岐阜大学 教授 

        ・ 小椋 優作 中部学院大学短期大学部 講師 

〈人間関係〉 ・ 光井 恵子 大垣女子短期大学 教授 

        ・ 安部日珠沙 岐阜聖徳学園大学短期大学部 准教授 

〈環   境〉 ・ 今村 光章 東海国立大学機構 岐阜大学 教授 

        ・ 水谷亜由美 岐阜聖徳学園大学 専任講師 

〈言   葉〉 ・ 奥村 正彦 岐阜女子大学 准教授 

        ・ 辻  道代 東海学院大学短期大学部 講師 

〈表   現〉 ・ 西垣 吉之 中部学院大学 教授 

        ・ 横井 喜彦 中京学院大学短期大学部 教授 

〈特別な支援〉 ・ 安田 和夫 岐阜聖徳学園大学 教授 

        ・ 杉山  章 東海学院大学 教授 

        ・ 鈴木 祥隆 東海国立大学機構 岐阜大学 助教 

 

令和５年度 指定市町、協力園・学校 

〈北 方 町〉 ・ 北方町立北学園 

        ・ 北方町立南学園 

        ・ 北方町立こども園 

        ・ 北方町立北方北保育園 

        ・ 北方町立北方中保育園 

 ・ 北方町立北方南保育園 

        ・ 敬愛学園北方幼稚園 

〈神 戸 町〉 ・ 神戸町立南平野小学校 

        ・ 神戸町立南平野幼児園 

〈可 児 市〉 ・ 可児市立東明小学校 

        ・ 可児市立瀬田幼稚園 

        ・ 可児市立久々利保育園 

        ・ トキワ学園トキワ幼稚園 

        ・ 村の木清福会認定こども園ひろみ保育園すくすく 

〈土 岐 市〉 ・ 土岐市立泉西小学校 

        ・ 土岐市立泉西小学校附属幼稚園 

        ・ 土岐市立久尻保育園 

〈飛 騨 市〉 ・ 飛騨市立古川西小学校 

        ・ 飛騨古川さくら保育園 
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